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I. 通所・居宅向け「栄養ケアマネジメントシステム（H20.8 版）について  

 
 
 
 

 

1. 栄養ケアマネジメントシステムの対象となるサービス種類 
通所・居宅向け「栄養ケアマネジメントシステム(H20.8 版)」の対象となるサービス種類は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 栄養ケアマネジメントシステムで作成できる帳票 

  栄養ケアマネジメントシステムでは、以下の帳票を作成することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 20年 8月の「介護サービス事業の事務負担の見直し」で示された様式に対応した 

 最新の通所・居宅サービス向け栄養ケアマネジメントシステムとなります。 

＜栄養ケアマネジメントシステム対象サービス種類一覧＞ 

15:通所介護 

16:通所リハビリ 

31:居宅療養管理指導 

65:介護予防通所介護 

66:介護予防通所リハビリ 

34:介護予防居宅療養管理指導 

72:認知症対応型通所介護 

74:介護予防認知症対応型通所介護 

栄養スクリーニング 

栄養ｱｾｽﾒﾝﾄ/ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ【Ⅰ】 

栄養ｱｾｽﾒﾝﾄ/ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ【Ⅱ】 

栄養ケア計画書 

栄養ケア提供経過記録 
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II. 栄養ケアマネジメントシステムの画面構成 

 
1. 画面構成 

 栄養ケアマネジメントシステムでは、各種タブ（栄養スクリーニング～栄養ケア計画書）の情報を共通画面で入力していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO 項目名 説明 

1 利用者名 利用者を選択します。画面内で共通の項目となります。 

2 作成履歴 

登録された作成履歴一覧を表示します。 

現在参照中の履歴は  を表示します。内容が変更されると  にかわります。 

作成履歴の基本操作については、Ⅲ．栄養ケアマネジメントシステムの基本操作-１“作成履歴“を 

ご覧下さい 

3 ボタン 

新規・・・履歴を新しく追加します。 

複写・・・選択されている履歴を複写します。 

削除・・・選択されている履歴を削除します。 

4 詳細 現在参照中の履歴の詳細が表示されます。 

5 縦型履歴 
測定値などの履歴を表示します。項目が画面に収まらない場合は、スクロール表示します。 

縦型履歴の基本操作については、Ⅲ．栄養ケアマネジメント基本操作-２” 縦型履歴”をご覧下さい。 

6 帳票印刷 
選択した帳票をプレビューより出力できます。 

一括印刷の基本操作については、Ⅳ．操作の流れ-５”一括印刷”をご覧下さい。 

7 保存 現在編集中の内容を保存します。作成アイコンが  のものは  にかわります。 

8 閉じる 画面を閉じてメニュー画面へ戻ります。 

 

① 

② 

③ 

⑥ 

④ 

⑤ 

⑦ ⑧ 
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III. 栄養ケアマネジメントシステムの基本操作 

 栄養ケアマネジメントシステム(H20.8 版)では、データの入力と履歴管理が一画面でできるようになっております。 
  ここでは、その基本的な操作方法をご説明します。 
 
1. 作成履歴 

 （１）作成履歴を新しく追加する 
 計画書等の新規作成が行えます。作成履歴が登録されていない状態では計画書等の入力はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成履歴が追加されます 

「新規」をクリックします 

初回登録時は、作成履歴が登録され

ていない為、計画書等の入力はでき

ません。 

 

作成履歴が登録されると計画書等の 

入力が行なえるようになります。 
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 （２）作成履歴を複写する 

 過去に作成した内容をコピーした状態で、計画書等の新規作成を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ．「複写」をクリックします 

ⅰ．複写する履歴を選択します 

作成履歴が追加されます 
作成履歴を複写すると、選択された作

成履歴の内容をコピーした状態で作

成履歴の新規追加が行えます。 
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 （３）作成履歴を削除する 

 作成履歴を削除すると作成履歴に登録されている内容が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ．「削除」をクリックします 

作成履歴が削除されます 

ⅰ．削除する作成履歴を選択します 

作成履歴が削除されると、作成履歴

に登録されている内容が削除されま

す。 
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2. 縦型履歴 

 縦型履歴では以下の操作を行うことができます。 

NO アイコン 操作説明 

1 

 列を新しく追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 入力画面を拡大して表示する事ができます。ウィンドウを閉じるには×をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 左の列の内容を複写することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

列が追加されます 

入力部分が拡大

表示されます 

左の列の内容が複写されます 

縦型履歴の番号について 

 

 

  

  履歴番号／履歴の総数 
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NO アイコン 操作説明 

4 

 列の内容をクリアすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 列を左へ移動することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 

 列を右へ移動することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 列を削除することができます。この時点ではデータベースからの削除は行われません。 
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3. 新しい列を一括追加する 

  栄養アセスメント・モニタリングでは、各種タブ（自己実現課題等～多職種による栄養ケアの課題）に 
一括して縦型履歴の新規追加を行うことができます。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・「新しい列を一括追加」で追加された列 

「↓新しい列を一括追加」を 

押下します 

自己実現課題等 

身体計測 

臨床検査 

食事の提供のための必要事項等 

各種タブに 

新規の列が 

追加されます 

経口摂取量・経腸栄養・静脈

栄養補給量 

多職種による栄養ケ

アの課題 



10 

 

 

 

IV. 操作の流れ 

ここでは、初回登録時の運用の流れをご説明します。 
 

1. 利用者選択 

   「変更」を押下し、利用者を選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ TOP メニューにて利用者を指定しておくと、当該利用者が選択された状態で当画面が起動します。 

 

ⅰ）「変更」を押下します 

ⅱ）対象者をダブルクリックします 

利用者選択画面 

TOPメニュー 
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2. 栄養スクリーニング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護認定情報には、以下のメニューにて登録を行った 

内容が表示されます。 

[メニュー]：基本情報->利用者->利用者->介護保険情報 

->介護保険証/要介護認定情報 

 

ⅰ．「新規」を押下します 

ⅱ．栄養スクリーニングの作成年月日等を入力します 
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ポイント 

・リスクは食事摂取量より自動判定されます 

・食事摂取量が 75%以下の場合に、不良 

 内容の入力が行なえるようになります 

ポイント 

・各項目にチェックをいれます 

ポイント 

・ BMIは入力された測定値より自動計算されます 

・ リスクは入力された測定値より自動判定されます 

身長/体重/体重減少率 

ｱﾙﾌﾞﾐﾝ/食事摂取量/栄養補給法/褥瘡 

低栄養状態の恐れ/備考 
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3. 栄養アセスメント／モニタリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ．栄養アセスメント・モニタリングの作成年月日等を入力します 

ⅰ．「新規」を押下します 
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各種タブの内容を登録していきます 

・自己実現課題等 

・身体計測 

・臨床検査 

・食事の提供のための必要事項等 

・経口摂取量・経腸栄養・静脈栄養補給量 

・多職種による栄養ケアの課題 

縦型履歴の基本操作については、III ．栄養ケアマネジメント

システムの基本操作”2.縦型履歴”をご覧ください。 

「新しい列を一括追加」については、

Ⅲ．栄養ケアマネジメントシステムの

基本操作－３”新しい列を一括で追

加する”」をご覧ください。 

ⅲ．｢新しい列を一括追加｣をクリックします 

ⅳ．内容を登録します 

⇒各種タブのポイントは 

次ページをご覧ください 
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◇タブ別のポイント◇ 

 栄養アセスメント・モニタリングの入力タブの中には、以下のような便利な機能があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ．スクリーニング情報を取り込むと体重、BMIが取り込まれます。 

 

 

 

   ⅰ．スクリーニング情報を取り込むとリスクレベル、身長、体重が取り込まれます。 

 ⅱ．理想体重を自動計算することができます。     

  ⅲ．以下の項目はチェックを行うことで入力が行えるようになります。 

 未チェック状態の場合は「未計測」の扱いとなります。 

   ・食事摂取状況（主食、副食） 

 ・間食・栄養補助食品に関する事項 

 ・経腸栄養・静脈栄養に関する事項 

 ・食事（エネルギー、たんぱく質、水分） 

 ・間食・栄養補助食品（エネルギー、たんぱく質、水分） 

 ・経腸・静脈栄養（エネルギー、たんぱく質、水分） 

 ・合計（エネルギー、たんぱく質、水分） 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ⅳ．計算機能によりエネルギー消費量、必要エネルギー量、必要たんぱく質、 

    必要水分量を自動計算する事ができます。 

  詳細については、Ⅴ補足資料-１“入力補助機能について”をご覧下さい。 

身体計測タブ 

経口摂取量・経腸栄養・静脈栄養補給量 

ⅰ 

ⅰ 

ⅱ

ⅲ

ⅳ

＜帳票上での表示＞ 

チェック有り チェック無し 
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4. 栄養ケア計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ．栄養ケア計画書の作成年月日等を入力します 

 

ⅰ．「新規」を押下します 

要介護認定情報には、以下のメニューにて登録を行った 

内容が表示されます。 

[メニュー]：基本情報->利用者->利用者->介護保険情報 

->介護保険証/要介護認定情報 
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ⅴ．新規をクリックします 

ⅲ．栄養ケア計画書を登録します 

ⅳ．栄養ケア計画書（課題/目標）を登録します 

栄養ケア計画書 

栄養ケア計画書（課題/目標） 

ⅵ．短期目標等を入力し、 

設定ボタンをクリックします 
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「サービス提供項目」を押下すると 

サービス提供項目の追加が行えます。 

 

ⅸ．各項目を入力し、設定ボタン

をクリックします 

ⅷ．新規をクリックします 

ⅶ．栄養ケア提供記録を登録します 

栄養ケア提供記録 

サービス提供項目の登録 

見出しの並び順を変更できます 
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5. 一括印刷 

 

 （１） 一括印刷 

 「一括印刷画面へ」より一括印刷画面へ移動します。ここでは、複数利用者、複数書類で帳票の一括印刷を 
 行う事ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帳票サンプル 

ⅱ．印刷する帳票に

チェックを入れます 

ⅲ．印刷をクリックします 

ⅰ．印刷対象者にチェックを入れます 

複数の利用者選択が可能です 

利用者一覧（画面左下）にて印刷対象者をフリガナ等で抽出することができます 

複数の帳票を選択した

場合、印刷方法（印刷

順）を変更する事ができ

ます 
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V. 補足資料 

 

1. 入力補助機能について 

 栄養ケアマネジメントシステムにはデータ入力を補助する機能（自動計算）があります。 
 
＜計算補助機能＞ 
 栄養アセスメント・モニタリングの栄養補給量（エネルギー消費量、必要エネルギー量、必要たんぱく質、 

 必要水分量）の値は「計算機能」を用いて簡単に計算する事が可能です。 

 必要エネルギー量の計算では「HarrisBenedictによる計算」又は「簡易計算」による方法で計算が可能です。 

  また、必要水分量の計算では「体重による算出」又は「エネルギー量による算出」による方法で計算が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎エネルギー量(BEE) 

基礎エネルギー量が自動計算されます 

設定ボタンをクリックすると

計算結果が反映されます。 

「計算機能」を押下すると、計算機

能画面が起動します 

計算に必要な情報が表示されます 

入力した値を変更前の状態に戻します 
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  必要エネルギー量の計算では「HarrisBenedictによる計算」又は「簡易計算」に 
よる方法で計算が可能です。 

低リスクの場合：30Kcal 
中・高リスクの場合：35KCal 

必要エネルギー量 

入力補助機能での入力が

行えます 

HarrisBenedictに 

よる計算 

簡易計算 

必要エネルギー量が自動計算されます 
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必要タンパク質量 

入力補助機能での入力が

行えます 
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  必要水分量の計算では「体重による算出」又は「エネルギー量による算出」による 
方法で計算が可能です。 

 

必要水分量 

「必要エネルギー量」をクリックした際に 
必要水分量が表示されます。 

現在入力中の水分量を初期値とする事ができます。

その場合は、「この水分量を初期値として保存する」

をクリックしてください。 

ｴﾈﾙｷﾞｰ量による

算出 

体重による 

算出 

必要水分量が自動計算されます 
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＜補足：凡例の変更＞ 
  凡例に記載されている係数の説明などをテキスト入力で変更する事ができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ．「↓凡例を変更する」を 

クリックします。 

ⅲ．内容を変更後に 
「↓凡例を変更する」を 

クリックします。 

ⅱ．凡例の内容を変更します 


